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将来人口推計の前提  

（1）基本的枠組み  

（2）基準人口  

（3）出生の仮定  

（4）死亡の仮定  

（5）国際人口移動の仮定  
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基本的枠組み  

◎推計の枠組み  

・推計期間：  2006～2055年  

（参考推計：  2056～2105年）  

105扇以上  ・男女年齢（各歳）別：0～104歳、   

・男女年齢（各歳）別、総人口を推計   

※平成17（2005）年までの実績データに基づき推計  

◎推計方法の枠組み  
・ コーホ1ト要因法  
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コーホート要因法の要素  

コーホート要因法によって将来人口を推計するためには  

男女年齢別に分類された   

（1）基準人口   

（2）将来の出生率（および出生性比）   

（3）将来の生残率   

（4）将来の国際人口移動率（数）  

に関する仮定が必要である。  推計では、これらの仮定  

の設定については、これまでと同様に各要因に関する統計  

指標の実績値に基づいて、人口統計学的な投影実施する  

ことによって行なった。  
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基 準 人 口  

◎平成17（2005）年国勢調査による  

平成17（2005）年10月1日  

男女年齢（各歳）別総人口  

年齢：0」14歳、115歳以上  

…都道府県別に年齢不詳を按分の上   

全国人口として合計  
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我が国の人口ピラミッド  （平成17年10月1日現在）  

1；¢  100   
（才人〉  

80  く柑  4¢  抑  ○  叩  

品省晶鳥完Lム．ご麗肯   
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次期将来人口推計の仮定の概略  

（1）出生の仮定  

今後のコーホートについて、各パラメータともに低下す   
る結果、出生率は平成14年推計の仮定より低く推移する。  

（2）死亡の仮定  

高年齢層（65～70歳以上）における死亡率の低下によ   

り、平均寿命は平成14年推計の仮定より高く推移する。  

（3）国際人口移動の仮定  

日本人は平成14年推計の仮定と同水準。外国人は   
2000年以降の動向を考慮し、（入国数一出国数）は平成  
14年推計の仮定より少なく推移する。  
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出生の仮定  
◎出生仮定値設定コーホートの種類  
・参照コーホート：1旦90年生まれ（前回1985年生まれ）  

一最終コーホート：2005  生まれ（前回2000年生まれ）  

※仮定値は最終コーホートまで変化が進行  

◎魅入口、日本人人口別、出生率の把握  
・総人口（外国人含む）の出生率の投影  

（前回は、日本人人口の出生率との関係を固定）  

※外国人の出生年齢パターンを把握し、日本人人口の  
出生率との関係により投影を行う。また、総人口に  
おける日本人構成比は変動式とする（前回は固定式）。  

◎出生モデルー塵廟補 正型一般化対数ガンマモデル  

◎参照コーホートに対し、  要因別告影で出生口 畠値 設定  
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分析対象の出生率の定義について  

人口動態統計定義の出生率  

2005年  2005年  2005年  
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参照コーホートの出生仮定設定の考え方  

1  
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参照コーホートの生涯未婚率仮定の設定  
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